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計画 614 霊長類における認知的ストレスと免疫 ･内
分泌反応の研究
･大平英樹 (名古屋大･院 ･環境学)
霊長類における認知的ストレスに伴う免疫 ･内分泌
反応を検討するため,本年度は下記の研究を行った｡ま
ず,ニホンザルを対象として,彼らに認知的ストレス負
荷を課し,そこでの免疫 ･内分泌動態を検討することを
目的として,今年度は被験体5個体の馴致と認知課題訓
練を行った｡研究は現在も進行中である｡また,チンパ
ンジーについては非侵襲的免疫指標の一つである唾液中
の分泌型免疫グロブリンA(S-IgA)に焦点を当て,その
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